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東医大誌　49（5）：752～796，1991
第127回東京医科大学医学会総会
日　時：平成3年6月7日（金）午前10時より
　　　　　平成3年6月8日（土）午前10時より
会　場：東京医科大学病院臨床講堂（6階）
当番教室：薬理学教室，産科婦人科学教室
特別講演：1．人体病理学よりみたヒト脳の老化
　　　　　　　　病理学（第一）　嶋田裕之　教授
　　　　　2．レーザー分光法による生体機能の解析
　　　　　　　　生理学（第二）　會沢勝夫　教授
　　　　　3．神経伝達物質蛍光組織の定量的画像解析
　　　　　　　　薬　理　学　佐藤勝彦教授
　　　　　4．尋常性白斑の病態と治療
　　　　　　　　皮膚科学　古賀道之教授
一般演題：1～40（第1日目），41～79（第2日目）
特別講演1 人体病理学よりみたヒト脳の老化
東京医科大学病理学第一講座嶋田裕之
　今日，問題になっているAlzheimer病の発生機
序を知ることは，動脈硬化や異常物質沈着といった
“risk”を免れたヒトの脳の究極的な正常老化を知
ることでもある．なぜならば，Alzheimer病で最も
重要なことは，特定の細胞が減っていくことであ
り，これは，Alzheimer病で最も顕著であるが，正
常脳老化でもある程度みとめられることである．
Alzheimer病を研究することは，〔正常老化〕を研
究することである．
　私は一介の人体病理学者であり，とくに神経病理
学のみを専攻しているものではない．私の今一番知
りたい事は正常のヒトの老化形態であり，それは人
体病理学的認識を以てのみ可能である．
　Alzheimer病の脳は高度に萎縮してきて，2つの
組織学的特徴をもつ．第一は，老人斑　（senile
plaque；SP）でamyloid線維と変性神経突起より
なる．第二はAlzheimerの神経原線維変化（neur－
ofibrillary　tangle：NFT）で，大脳皮質の比較的大
きなneuron内にトグロ状に，また，前述の変性突
起内に小さい束を形成して存在する線維構造物であ
る．つまり，Alzheimer病脳や老人脳は萎縮ととも
に，二つの特殊な線維を蓄積させる．前述のSPの
amyloid線維とNFTのPHF（paired　helical　fila－
ment）である．考えようによっては，ヒト脳は老
化とともにneuron－lossという犠性の上にこれら二
つの線維を残した．この二つの病変ないし線維は病
気の進行とともに増えてくる．
　PHF：tauとamyloid：betaについて；
　NFTの単位となっているPHFの一成分として，
tauが同定された．　tau　に対する抗体で，　Alz－
heimer病脳や老人脳を染めると，　tauはneuronの
内部に，前述のNFTあるいはSP周囲の神経突起
内に溜まってくると同時に，これまで未知の病変で
あった無数の糸屑内にも溜まってくることが判っ
た．つまり，Alzheimer病脳の一つの特徴は，　neur－
onおよび突起内にtauが溜まってくることである．
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